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は
じ
め
に

『
紅
楼
夢
』
な
ど
の
中
国
古
典
小
説
に
は
、
燈
籠
に
掲
げ
ら
れ
た
な
ぞ
な
ぞ
を
解
く
遊
戯
―
「
燈
謎
」
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
︒
清

中
期
以
降
、
謎
面
（
題
）
が
比
較
的
短
く
、
読
書
人
向
け
に
創
作
さ
れ
た
「
今
体
謎
」
が
主
流
と
な
り
、「
文
人
の
遊
戯
」
と
も
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
︒

日
本
人
と
燈
謎
の
接
点
は
、
今
体
謎
が
主
流
と
な
る
以
前
か
ら
あ
っ
た
︒
た
と
え
ば
、
中
国
古
典
に
見
ら
れ
る
隠
語
や
離
合
詩
な
ど

の
影
響
を
受
け
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
識
字
階
級
で
あ
る
貴
族
社
会
を
中
心
に
流
行
っ
て
い
た
「
古
典
な
ぞ
」
が
そ
れ
で
あ
る（

１
）︒

ま
た
、
江
戸
中
後
期
に
書
か
れ
た
文
人
随
筆
に
も
、
中
国
の
燈
謎
に
関
す
る
記
述
が
散
見
す
る
︒
た
だ
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
謎
面
が

比
較
的
長
く
、
漢
詩
の
形
を
と
る
「
古
体
謎
」
で
あ
っ
た
︒

明
治
期
に
入
る
と
、
日
本
で
読
ま
れ
た
燈
謎
お
よ
び
そ
の
感
想
は
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
た
と
え
ば
、
一
八
八
二

年
八
月
三
一
日
発
行
の
『
洋
々
社
談
』
第
八
九
号
に
、
西
村
泊
翁（
２
）と
署
名
さ
れ
た
「
燈
謎
詩
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
清
初
の
知
識
人

毛
際
可
（
一
六
三
三
～
一
七
〇
八（
３
））
に
よ
る
孟
子
人
名
燈
謎
連
作
十
二
首
が
転
載
さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
、
こ
の
記
事
は
一
九
三
六
年

十
月
に
「
燈
謎
詩
と
花
名
詩
謎
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
斯
文
會
の
機
関
誌
『
斯
文
』
に
全
文
転
載
さ
れ
た（

４
）︒

二
度
目
に
転
載
さ
れ
た
際

の
冒
頭
に
は
、「
西
村
泊
翁
」
こ
と
西
村
茂
樹
に
つ
い
て
の
短
い
人
物
紹
介
が
付
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
珍
し
い
も
の
で
、
之
を
人
に
語

る
に
知
ら
な
い
者
が
多
い
︒
因
て
之
を
左
に
錄
し
て
文
雅
好
學
の
士
に
告
げ
た
い
」
と
い
う
主
旨
説
明
も
添
え
ら
れ
て
い
る
︒

呉
　
　
　
　
修
　
喆

毛
際
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謎
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実
際
に
、
こ
の
孟
子
人
名
燈
謎
詩
連
作
の
流
布
範
囲
は
広
い
︒
毛
際
可
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
清
代
文
人
に
よ
る
随
筆
に
抄
録
さ
れ
て
い

る
の
み
な
ら
ず
、
清
代
中
後
期
に
流
通
し
た
小
品
文
叢
書
や
民
国
期
の
謎
話（
５
）な
ど
に
も
確
認
で
き
る
︒
本
稿
は
、
日
本
の
雑
誌
等
に
転

載
さ
れ
た
毛
際
可
「
燈
謎
詩
」
の
出
典
調
査
を
足
が
か
り
に
、
異
本
の
整
理
・
比
較
を
通
じ
て
こ
の
連
作
の
作
風
・
技
法
上
の
特
徴
を

明
ら
か
に
し
、
燈
謎
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
︒

一
、
流
布
形
態
と
系
統

『
斯
文
』
へ
転
載
さ
れ
た
際
に
比
べ
、『
洋
々
社
談
』
の
「
燈
謎
詩
」
に
は
説
明
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
︒
冒
頭
に
は
「
清
ノ
毛
際

可
、
燈
謎
詩
十
二
首
ア
リ
︒
一
句
中
ニ
孟
子
書
中
ノ
人
名
一
人
ヲ
匿
セ
ル
者
ニ
シ
テ
、
遽
ニ
之
ヲ
讀
メ
バ
其
人
名
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
︒

工
ナ
リ
ト
謂
フ
ベ
シ（

６
）」
と
い
う
短
い
リ
ー
ド
文
が
付
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
︒
そ
の
後
に
十
二
首
が
ず
ら
り
と
転
載
さ
れ
、
答
え
は

ま
と
め
て
第
十
二
首
の
後
ろ
に
記
さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
、
そ
の
後
ろ
に
は
「
又
嚴
允
肇
ト
云
ヘ
ル
人
ノ
詠
ゼ
シ
花
名
詩
謎
ア
リ
、
前

ノ
孟
子
人
名
ノ
作
ニ
及
バ
ザ
レ
ド
モ
、
類
ヲ
以
テ
爰
ニ
併
セ
記
ス
」
と
二
行
挟
ん
で
、
厳
允
肇
（
生
没
年
不
詳（
７
））
に
よ
る
「
花
名
詩
謎
」

四
首
が
同
じ
形
式
で
付
録
さ
れ
て
い
る
︒

『
洋
々
社
談
』
お
よ
び
『
斯
文
』
の
ほ
か
、
一
八
九
一
年
八
月
に
発
行
さ
れ
た
児
童
雑
誌
『
少
年
園
』
に
お
い
て
も
、
滝
川
亀
太
郎
が

天
鈞
居
士
の
署
名
で
発
表
し
た
「
支
那
の
謎（
８
）」
と
い
う
記
事
に
毛
際
可
の
燈
謎
詩
十
二
首
が
転
載
さ
れ
て
い
る
︒
た
だ
し
、
当
該
記
事

は
そ
の
出
典
を
「
清
人
の
編
せ
る
昭
代
叢
書
の
中
に
謎
詩
を
集
め
た
る
書
一
巻
」
と
す
る
が
、
実
際
に
毛
際
可
の
燈
謎
詩
を
収
め
る
の

は
『
昭
代
叢
書
』
で
は
な
く
『
檀
几
叢
書
』
で
あ
る（

９
）︒

両
叢
書
は
い
ず
れ
も
張
潮
の
編
纂
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
混
同
が
生
じ
た
の

か
も
し
れ
な
い
︒
あ
る
い
は
、『
昭
代
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
別
の
謎
集
、
黄
周
星
『
廋
詞
』
と
混
同
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
︒
い
ず
れ
に
せ
よ
、
字
句
を
比
較
す
る
と
、『
檀
几
叢
書
』
か
ら
の
直
接
の
転
載
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
た
し
か
に

『
檀
几
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
も
十
二
首
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
三
首
は
『
少
年
園
』
の
記
事
に
欠
け
、
逆
に
、
同
記
事
に
は

『
檀
几
叢
書
』
に
見
ら
れ
な
い
二
首
が
含
ま
れ
る
た
め
、
両
者
の
間
に
著
し
い
相
違
が
あ
る
︒
他
方
、「
支
那
の
謎
」
に
掲
載
さ
れ
た
十

二
首
は
、『
洋
々
社
談
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
題
目
か
ら
解
答
に
至
る
ま
で
完
全
に
一
致
す
る
︒
つ
ま
り
、
滝
川
は
『
洋
々
社
談
』
の

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
四
号
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記
事
か
ら
孫
引
き
し
た
か
、
あ
る
い
は
西
村
と
同
一
の
転
載
元
か
ら
十
二
首
を
採
録
し
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
次
な
る
課
題
は
、
そ
の
転

載
元
の
特
定
で
あ
る
︒

毛
際
可
に
よ
る
孟
子
人
名
燈
謎
詩
連
作
は
、
十
二
首
本
の
ほ
か
、
十
六
首
本
も
存
在
す
る
︒
一
九
九
一
年
刊
行
の
『
中
華
謎
書
集
成
』

に
は
、
こ
れ
ら
二
種
類
の
異
本
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
十
二
首
本
は
『
檀
几
叢
書
』、
十
六
首
本
は
『
娯
萱
室
小
品
六
十
種
』
を
底
本
と

し
て
い
る（

（1
（

︒
ま
た
同
書
に
は
、
そ
の
後
ろ
に
銭
南
揚
「
毛
際
可
『
燈
謎
』
校
勘
記
」（
初
出
:『
文
虎
』
第
二
巻
第
十
六
期
、
一
九
三
一

年
八
月
十
五
日
）
が
付
録
さ
れ
て
お
り
、
銭
は
校
勘
に
際
し
て
五
種
類
の
異
本
を
参
照
し
た
︒
す
な
わ
ち
、『
檀
几
叢
書
』『
解
人
頤
』

『
堅
瓠
集
』
に
見
ら
れ
る
十
二
首
本
と
、『
慧
観
室
謎
話
』『
娯
萱
室
小
品
六
十
種
』
に
見
ら
れ
る
十
六
首
本
の
二
系
統
で
あ
る
︒
し
か

し
、
比
較
の
結
果
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
日
本
で
転
載
さ
れ
た
十
二
首
と
は
大
き
く
異
な
る
︒
こ
こ
で
唯
一
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、

『
中
華
謎
書
集
成
』
に
お
け
る
解
題
部
分
で
言
及
さ
れ
る
董
含（
（1
（

『
三
岡
識
略
』
で
あ
る
︒
同
書
は
長
ら
く
原
書
所
在
不
明
の
ま
ま
書
誌
情

報
の
み
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
蔵
旧
鈔
本
や
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
蔵
道
光
二
四
年
（
一
八
四
四
）

写
本
が
公
開
さ
れ
、
さ
ら
に
『
四
庫
未
収
書
輯
刊
』
収
録
の
十
巻
本
を
底
本
と
す
る
点
校
本
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
日
本
に
お
い
て
転
載
さ
れ
た
十
二
首
と
内
容
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
︒『
三
岡
識
略
』
に
見
ら

れ
る
十
二
首
を
含
め
て
あ
ら
た
め
て
整
理
す
る
と
、
毛
際
可
の
燈
謎
詩
の
流
布
形
態
は
、
大
き
く
左
記
の
三
系
統
に
分
類
で
き
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
（
詳
し
く
は
文
末
附
表
「
毛
際
可
燈
謎
詩
異
本
比
較
」）︒

系
統
Ａ
十
二
首
　
董
含
『
三
岡
識
略
』
巻
三
（
一
六
五
四
～
一
六
五
八
）

系
統
Ｂ
十
二
首
　
褚
人
穫
『
堅
瓠
集
』
甲
集
巻
之
一
（
一
六
九
〇
）

 
 

 
 

 
 

　
王
晫
・
張
潮
編
『
檀
几
叢
書
』
余
集
巻
上
（
一
六
九
五
）

 
 

 
 

 
 

　
銭
徳
蒼
編
『
新
訂
解
人
頤
広
集
』
巻
五
消
悶
集
（
一
七
六
三
）

系
統
Ｃ
十
六
首
　
趙
吉
士
『
寄
園
寄
所
寄
』
巻
四
（
一
六
九
六
）

 
 

 
 

 
 

　
周
效
璘
『
慧
観
室
謎
話
』（
一
九
一
三
）

 
 

 
 

 
 

　
雷
瑨
『
娯
萱
室
小
品
六
十
種
』（
一
九
一
七（
（1
（

）

異
本
間
の
差
異
を
整
理
す
る
と
、
字
句
上
の
わ
ず
か
な
違
い
を
除
き
、
謎
底
（
解
答
）
が
一
致
す
る
も
の
を
同
一
作
と
み
な
し
た
場

毛
際
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の
燈
謎
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合
、
三
系
統
に
共
通
す
る
の
は
わ
ず
か
四
首
に
す
ぎ
な
い
︒
明
治
以
降
に
日
本
の
雑
誌
へ
転
載
さ
れ
た
十
二
首
は
、
す
な
わ
ち
系
統
Ａ

の
『
三
岡
識
略
』
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
︒『
三
岡
識
略
』
が
西
村
茂
樹
の
愛
読
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
執
筆
し
た
「
東

洋
ノ
種
痘
術
」（『
東
洋
学
会
雑
誌
』
第
七
巻
、
一
八
八
七
年
）
や
「
詞
曲
小
説
」（『
泊
翁
巵
言
』）
な
ど
か
ら
も
推
測
で
き
る（

（1
（

︒
そ
れ
に

加
え
て
、
毛
際
可
の
孟
子
人
名
燈
謎
詩
十
二
首
に
続
け
て
、
厳
允
肇
の
花
名
詩
謎
（
厳
允
肇
か
ら
示
さ
れ
た
数
十
首
の
う
ち
の
四
首
）

を
収
録
す
る
の
は
、
や
は
り
『
三
岡
識
略
』
の
み
で
あ
る
︒
以
上
の
点
か
ら
、
日
本
の
雑
誌
に
見
ら
れ
る
十
二
首
の
転
載
元
は
『
三
岡

識
略
』
で
あ
る
と
確
定
で
き
る
︒
ち
な
み
に
、
か
つ
て
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
に
は
「
西
村
集
書
」
の
一
部
と
し
て
『
三
岡
識
略

（
附
続
編
）』
刊
本
十
巻
六
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
和
漢
書
書
名
目
録
（
増
加
第
二
）』（
一
九
一

一
年
）
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
西
村
の
所
持
本
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
し
、
現
在
の
東
京
大
学
附
属
図

書
館
お
よ
び
東
洋
文
化
研
究
所
図
書
室
の
蔵
書
に
は
確
認
で
き
な
い
︒

文
末
附
表
で
は
、
異
文
箇
所
を
傍
線
で
示
し
、
整
理
番
号
を
付
し
て
い
る
︒
番
号
の
右
に
ア
ス
タ
リ
ス
ク
二
つ
を
付
し
た
も
の
は
、

三
系
統
に
お
い
て
字
句
の
差
異
が
も
っ
と
も
少
な
く
、
謎
底
が
同
一
の
作
品
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
第
１
・
第
５
・
第
15
・
第
16
の
四
首

で
あ
る
︒
ア
ス
タ
リ
ス
ク
一
つ
を
付
し
た
第
２
・
第
11
・
第
18
首
は
、
四
句
の
う
ち
一
句
が
完
全
に
異
な
る
作
品
で
あ
る
︒
無
印
の
番

号
は
、
特
定
の
系
統
に
の
み
見
ら
れ
る
作
品
、
あ
る
い
は
四
分
の
一
以
上
が
異
文
と
な
る
作
品
で
あ
る
︒
さ
ら
に
、
太
字
で
示
し
た
詩

句
は
、
別
系
統
で
は
別
作
品
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
、
系
統
Ａ
第
６
「
贈
友
」
の
第
二
句
「
華
堂
廣
廈
貴
游

風
〔
屋
廬
子
〕」
は
、
若
干
字
句
を
調
整
し
た
う
え
で
、
系
統
Ｃ
第
12
「
少
年
行
」
の
第
一
句
と
し
て
現
れ
る
︒
も
う
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
系
統
Ａ
第
13
「
村
居
」
の
第
一
・
二
句
（
謎
底
「
戴
不
勝
」「
百
里
奚
」）
は
、
系
統
Ｂ
第
14
「
山
行
」
お
よ
び
系
統
Ｃ
第
14
「
客

況
」
で
は
第
三
・
四
句
と
し
て
現
れ
、
し
か
も
「
百
里
奚
」「
戴
不
勝
」
と
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
事
例
は
ほ
か
に
も
少

な
く
な
い
︒

こ
の
現
象
の
背
景
に
は
、
古
体
謎
の
作
詩
方
法
が
あ
る
︒
漢
詩
の
形
式
を
と
る
古
体
謎
は
、
一
部
の
離
合
詩
を
除
け
ば
、
基
本
的
に

一
句
ご
と
に
一
つ
の
謎
底
を
導
く
構
造
を
も
つ
︒
す
な
わ
ち
、
多
く
の
古
体
謎
は
単
句
謎
の
集
合
体
で
あ
り
、
複
数
の
燈
謎
を
連
作
形

式
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
︒
そ
れ
に
加
え
て
、
謎
解
き
に
直
接
関
わ
る
文
字
だ
け
で
は
詩
形
を
整
え
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
意
味
を
補
完
し
た
り
韻
律
を
調
整
し
た
り
す
る
た
め
の
語
が
付
加
さ
れ
る
︒
ま
た
、
多
く
の
場
合
、
謎
底
に
至
る
た
め
の
詩
語
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に
は
複
数
の
選
択
肢
が
存
在
し
、
詩
作
の
要
領
を
心
得
て
い
れ
ば
、
異
な
る
語
句
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
の
た

め
、
骨
格
部
分
さ
え
保
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
肉
付
け
は
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
詩
形
と
韻
律
さ
え
整
え
ば
、
句
単
位
で
別
の
燈
謎
詩
に

転
用
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
︒

無
論
、
こ
の
よ
う
な
改
変
は
作
者
本
人
が
も
っ
と
も
巧
み
に
行
い
得
た
は
ず
で
あ
り
、
作
者
自
身
に
よ
る
加
筆
・
修
正
や
新
た
な
創

作
で
あ
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
︒
し
た
が
っ
て
、
多
様
な
異
文
は
必
ず
し
も
伝
播
過
程
に
お
け
る
誤
記
や
混
入
に
よ
る
も
の

と
は
限
ら
ず
、
ま
た
、
系
統
Ａ
が
成
立
年
代
の
も
っ
と
も
古
い
資
料
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
直
ち
に
原
作
形
態
に
も
っ
と
も

近
い
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒『
三
岡
識
略
』
の
「
燈
謎
詩
」
序
文
に
は
、
作
者
に
示
さ
れ
た
と
い
う
旨
の
記
述
が
見
ら
れ
、『
寄

園
寄
所
寄
』
の
抄
録
元
『
嘯
虹
筆
記
』
の
著
者
も
毛
際
可
の
友
人
を
自
称
し
て
い
る
︒
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
異
本
群
を
ば
ら
ば
ら

の
伝
承
形
態
と
み
な
す
よ
り
も
、
毛
際
可
自
身
に
よ
る
一
つ
の
創
作
群
と
捉
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
︒

二
、
作
風
と
評
価

毛
際
可
の
燈
謎
詩
が
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
広
く
読
ま
れ
た
理
由
は
、
趙
吉
士
『
寄
園
寄
所
寄
』
卷
四
に
引
く
『
嘯
虹
筆
記
』（
作
者
不

詳
）
の
一
文
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
︒「
燈
謎
詩
は
、
前
人
の
間
に
も
作
例
は
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
鄙
俗
で
諷
詠
に
堪
え
な
い
︒
わ

が
友
、
遂
安
の
毛
際
可
に
は
燈
謎
十
六
首
が
あ
り
、
首
ご
と
に
題
が
異
な
り
、
各
句
に
古
人
名
を
隠
す
︒
そ
の
人
名
は
す
べ
て
『
孟
子
』

に
出
典
を
も
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
燈
謎
に
一
生
面
を
開
い
た
（
燈
謎
詩
、
前
人
間
亦
有
之
︒
然
皆
鄙
俚
、
不
足
諷
詠
︒
予
友
遂
安
毛
會

侯
令
尹
名
際
可
、
有
燈
謎
詩
十
六
首
、
每
首
各
自
為
題
、
每
句
隱
一
古
人
姓
名
、
共
在
一
部
孟
子
內
、
為
燈
謎
開
一
生
面（
（1
（

）」︒
ま
た
、

『
檀
几
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
る
燈
謎
詩
の
後
ろ
に
は
、「
張
山
來
曰
、
卽
作
絕
句
觀
、
亦
是
佳
搆
︒
矧
屬
燈
謎
乎（
（1
（

」
と
の
編
者
按
語
が
添

え
ら
れ
て
お
り
、
絶
句
と
し
て
も
優
れ
、
ま
し
て
燈
謎
と
し
て
は
な
お
さ
ら
秀
逸
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
評
価
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
毛
際
可
の
孟
子
人
名
燈
謎
連
作
は
、
古
体
謎
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
従
来
の
古
体
謎
に
比
べ
て
格
調
が
高

く
、
さ
ら
に
同
一
の
謎
材
（
正
し
く
は
「
底
材
」）
に
よ
っ
て
連
作
を
構
成
し
た
点
に
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
︒
こ
の
連
作
以
前
の
古
体

謎
に
、
同
様
の
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
た
例
は
見
当
た
ら
ず
、
格
調
を
重
ん
じ
る
燈
謎
へ
の
志
向
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

毛
際
可
の
燈
謎
詩
に
つ
い
て
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吟
詠
に
堪
え
る
格
調
を
有
す
る
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
燈
謎
と
し
て
の
巧
拙
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か
︒
そ
の
技
巧
性
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
各
異
本
に
共
通
す
る
冒
頭
の
一
首
を
例
に
考
察
す
る
︒
各
句
の
後
ろ
に
解
答
と
な
る
人
名
を
記
し
、
平
仄
・
押
韻
を
示
す
︒

 
聖
瑞

美
玉
無
瑕
輯
瑞
同
〔
白
圭
〕　
●
●
○
○
●
●
◎
　
美
玉
　
瑕き
ず

無
く
し
て
瑞し
る
しを
輯あ
つ

む
こ
と
同
じ

岐
豐
佳
處
慶
雲
中
〔
周
霄
〕　
○
○
○
●
●
○
◎
　
岐
豐
の
佳
き
処
　
慶
雲
の
中

從
天
產
下
鱗
蟲
長
〔
龍
子
〕　
○
○
●
●
○
○
●
　
天
従よ

り
産
ま
れ
下
る
　
鱗
虫
の
長を
さ

兩
道
祥
光
一
色
紅
〔
丹
朱
〕　
●
●
○
○
●
●
◎
　
両
道
の
祥
光
　
一
色
の
紅

た
し
か
に
西
村
の
述
べ
る
よ
う
に
、
詩
と
し
て
読
む
だ
け
で
は
即
座
に
解
答
に
た
ど
り
つ
く
の
は
難
し
い
︒
し
か
し
、
解
答
と
な
る

人
名
を
参
照
す
れ
ば
、
そ
の
解
き
方
は
明
快
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
、
詩
句
の
文
意
か
ら
別
の
漢
字
を
連
想
し
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

て
人
名
を
構
成
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
︒
こ
の
例
の
場
合
、
第
一
句
で
は
「
美
玉
」
か
ら
「
圭
」、「
無
瑕
」
か
ら
「
白
」
を
導
き
、

第
二
句
の
「
岐
豐
」
は
周
の
都
邑
で
あ
る
た
め
「
周
」
を
、
そ
し
て
「
雲
」
か
ら
「
霄
」
を
連
想
す
る
︒
第
三
句
で
は
「
產
」
か
ら

「
子
」、「
鱗
蟲
長
」
か
ら
「
龍
」
を
、
第
四
句
で
は
文
意
に
即
し
て
「
紅
」
か
ら
「
丹
」
と
「
朱
」
の
二
文
字
を
連
想
す
る
︒
か
く
し

て
、
各
句
で
得
た
文
字
を
句
ご
と
に
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
解
答
に
た
ど
り
つ
く
の
で
あ
る
︒
こ
れ
は
「
会
意
体
」
と
呼
ば
れ
る
典
型
的

な
古
体
謎
の
作
謎
法
で
あ
り
、
同
種
の
技
巧
に
よ
る
燈
謎
詩
は
明
末
の
日
用
類
書
に
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
︒

燈
謎
の
会
意
体
に
つ
い
て
、
中
華
民
国
期
に
今
体
謎
の
流
行
を
牽
引
し
た
謎
人
の
一
人
で
あ
る
張
起
南
（
一
八
七
八
～
一
九
二
四（
（1
（

）

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

謎
以
會
意
為
最
正
大
、
亦
最
普
通
︒
無
論
用
典
、
白
描
、
正
扣
、
反
扣
、
凡
以
字
義
替
貼
者
、
皆
不
離
乎
會
意
者
近
是（
（1
（

︒

謎
は
会
意
を
も
っ
て
も
っ
と
も
正
大
と
な
し
、
ま
た
も
っ
と
も
普
通
と
す
る
︒
典
故
を
用
い
る
も
、
白
描
す
る
も
、
正
面
か
ら
当
て
は
め
る
も
、
逆
か

ら
当
て
は
め
る
も
、
凡
そ
字
義
を
も
っ
て
替
え
貼
る
も
の
は
、
み
な
会
意
か
ら
離
れ
ず
、
こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
︒

ま
た
、
古
人
名
を
謎
底
と
す
る
燈
謎
に
つ
い
て
は
、
創
作
者
に
と
っ
て
の
予
想
外
の
難
し
さ
を
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
︒

以
古
人
名
作
謎
底
、
數
千
年
來
見
諸
史
册
者
、
何
止
恆
河
沙
數
、
於
中
取
一
人
焉
、
不
啻
滄
海
一
粟
、
以
爲
取
不
盡
、
而
用
不
竭

矣
︒
而
其
實
不
然
、
蓋
作
謎
、
必
擇
其
昭
昭
在
人
耳
目
者
用
之
、
若
冷
僻
生
澀
、
雖
佳
亦
不
足
道
︒
然
人
所
最
熟
者
、
無
過
四
書
、
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而
可
作
謎
料
者
、
又
無
過
孟
子
︒
毛
際
可
有
孟
子
人
名
詩
十
六
首
、
蘭
湄
幻
墨（
（1
（

中
亦
有
此
製
、
已
網
羅
無
遺
︒
其
次
則
爲
左
傳
、

而
其
間
難
記
者
、
亦
居
大
半
︒
至
於
歷
代
名
人
、
能
有
幾
何
︒
製
謎
者
亦
不
過
就
其
憶
及
者
爲
之
、
安
能
從
姓
氏
譜
中
、
一
一
按

索
耶
︒
故
人
名
謎
之
膾
炙
人
口
者
、
殊
不
多
覯（
（1
（

︒

古
人
の
名
を
謎
底
と
す
る
場
合
、
数
千
年
来
史
書
に
記
載
さ
れ
た
人
名
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
見
出
さ
れ
る
︒
そ
の
中
か
ら
一
人
を
選
ぶ
の
は
、
ま

さ
に
滄
海
の
一
粟
に
等
し
く
、
あ
た
か
も
無
尽
蔵
に
思
わ
れ
る
︒
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
︒
な
ぜ
な
ら
謎
を
作
る
に
は
、
必
ず
人
々
に
広
く
知

ら
れ
た
人
物
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
、
も
し
も
冷
僻
で
生
硬
な
名
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
佳
作
で
あ
っ
て
も
語
る
に
足
り
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
し
か
し
人
々

が
も
っ
と
も
熟
知
し
て
い
る
典
籍
は
四
書
で
あ
り
、
そ
の
中
で
作
謎
の
材
料
と
し
や
す
い
の
は
、『
孟
子
』
を
超
え
る
も
の
は
な
い
︒
毛
際
可
に
孟
子

人
名
詩
十
六
首
が
あ
り
、『
蘭
湄
幻
墨
』
に
も
模
作
が
見
ら
れ
、（『
孟
子
』
中
の
人
名
は
）
す
で
に
網
羅
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
次
は
『
左
伝
』
で

あ
る
が
、
そ
の
中
で
記
憶
に
と
ど
め
に
く
い
人
名
も
、
ま
た
大
半
を
占
め
て
い
る
︒
歴
代
の
有
名
人
に
至
っ
て
は
、
謎
に
用
い
ら
れ
る
数
は
ご
く
限
ら

れ
て
い
る
︒
結
局
の
と
こ
ろ
、
謎
を
作
る
者
は
た
だ
自
ら
の
記
憶
に
あ
る
人
物
を
材
料
と
す
る
ほ
か
な
く
、
姓
氏
譜
か
ら
一
つ
一
つ
探
し
求
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
︒
ゆ
え
に
、
人
口
に
膾
炙
す
る
人
名
謎
は
、
と
り
わ
け
多
く
は
見
ら
れ
な
い
︒

こ
こ
で
は
毛
際
可
作
「
孟
子
人
名
詩
十
六
首
」
の
優
劣
に
つ
い
て
直
接
的
な
評
価
は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
人
口
に
膾
炙
す
る

名
作
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
看
取
で
き
る
︒
前
述
の
と
お
り
、
西
村
茂
樹
を
含
め
、
そ
れ
を
転
載
し
た
読
書
人
の
間
で

は
、
毛
際
可
の
燈
謎
詩
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
︒
し
か
し
、
今
体
謎
を
積
極
的
に
推
奨
し
た
謎
人
や
近
代
の
謎
史
研
究
者
の
間
で
は
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
︒
た
と
え
ば
、
今
体
謎
の
創
作
指
針
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
費
源
『
玉
荷
隠
語
』
の
凡
例
で
は
、
そ
れ

は
む
し
ろ
反
面
教
師
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
︒

舊
謎
衍
成
詩
句
者
、
類
多
趁
韻
、
其
支
詞
媵
句
、
觀
者
尤
易
眩
目
、
且
有
近
牽
强
者
︒
如
毛
會
侯
先
生
孟
子
中
人
名
謎
流
傳
已
久
、

而
「
君
家
季
父
還
猶
豫
（
子
叔
疑
）」
等
句
、
未
免
如
劉
舍
人
所
譏
課
文
了
不
成
義（
（2
（

︒
茲
集
槪
不
敢
效
顰（
（2
（

︒

詩
句
と
し
て
書
か
れ
た
従
来
の
燈
謎
は
、
多
く
が
韻
を
踏
む
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
補
助
的
な
語
句
や
付
け
足
し
の
表
現
に
よ
っ
て
、
読
者
は
い
っ
そ
う

惑
わ
さ
れ
や
す
く
、
無
理
な
こ
じ
つ
け
に
近
い
も
の
も
あ
る
︒
毛
会
侯
先
生
の
孟
子
人
名
謎
は
久
し
く
流
布
し
て
い
る
が
、「
君
家
季
父
還
猶
豫
（
子

叔
疑
）」
な
ど
の
句
は
、
劉
舎
人
が
批
判
し
た
よ
う
に
、
文
と
し
て
意
味
を
な
さ
な
い
︒
こ
の
集
（『
玉
荷
隠
語
』）
で
は
概
し
て
そ
の
よ
う
な
謎
を
模

倣
し
な
い
つ
も
り
で
あ
る
︒

毛
際
可
の
燈
謎
詩
に
つ
い
て
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ち
な
み
に
、「
文
と
し
て
意
味
を
な
さ
な
い
」
例
と
し
て
費
源
が
挙
げ
た
の
は
、
文
末
附
表
の
第
五
首
で
あ
る
︒

 
嘲
一
家
低
棋
　
一
家
の
低
棋
を
嘲
る

滿
苑
棋
聲
暑
氣
收
〔
奕
秋
〕　
　
●
●
○
○
●
●
◎
　
満
苑
の
棋き

声せ
い

　
暑
気
収
ま
る

乃
翁
局
敗
少
機
謀
〔
公
輸
子
〕　
●
○
●
●
●
○
◎
　
乃だ
い

翁お
う

　
局
に
敗
れ
て
機
謀
少
な
し

君
家
季
父
還
猶
豫
〔
子
叔
疑
〕　
○
○
●
●
○
○
●
　
君
が
家
の
季き

父ふ

　
な
お
猶
豫
す

爲
語
兒
童
且
自
休
〔
子
莫
〕　
　
●
●
○
○
●
●
◎
　
児
童
の
為
に
語つ

ぐ
　「
且し
ば
らく

自
ら
休
め
よ
」
と

前
掲
の
冒
頭
の
一
首
と
比
較
す
る
と
、
題
材
が
日
常
的
で
あ
る
た
め
に
、
た
し
か
に
格
調
に
や
や
落
差
を
感
じ
さ
せ
る
︒
し
か
し
、

必
ず
し
も
文
義
が
破
綻
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
体
詩
の
格
律
を
保
ち
つ
つ
漢
字
の
多
義
性
を
巧
み
に
用
い
て
作
ら
れ
た

印
象
を
与
え
る
︒
費
源
が
「
旧
謎
」
と
称
し
た
作
風
は
、
す
な
わ
ち
謎
史
研
究
者
銭
南
揚
が
い
う
「
古
体
」
で
あ
る
︒
銭
は
、
清
代
初

期
の
謎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

淸
初
謎
語
、
上
結
元
明
之
局
、
下
開
同
光
之
端
︒
若
毛
際
可
之
燈
謎
、
周
工
亮
〔
周
亮
工
〕
之
字
觸
、
黃
周
星
之
廋
詞
、
以
及
錢

德
蒼
之
解
人
頤
、
咄
咄
夫
之
一
夕
話
、
猶
未
改
元
明
之
舊
也
︒
此
外
、
雜
記
所
收
、
亦
多
古
體（
（2
（

︒

清
初
の
謎
語
は
、
元
・
明
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
同
治
・
光
緒
年
以
降
の
流
れ
を
開
い
た
︒
た
と
え
ば
、
毛
際
可
『
燈
謎
』、
周
亮
工
『
字
触
』、
黄
周

星
『
廋
詞
』
お
よ
び
銭
徳
蒼
『
解
人
頤
』、
咄
咄
夫
『
一
夕
話
』
に
見
ら
れ
る
謎
は
、
な
お
元
・
明
の
古
い
作
風
を
改
め
て
い
な
い
︒
こ
の
ほ
か
、
雑

記
に
収
め
ら
れ
た
謎
も
、
古
体
が
多
い
︒

し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
周
亮
工
『
字
触
』
が
清
代
以
前
の
書
か
ら
析
字
（
漢
字
の
字
形
を
構
成
要
素

に
分
解
す
る
こ
と
）
に
関
す
る
資
料
を
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
る
点
で
あ
る
︒
ま
た
、
銭
徳
蒼
『
解
人
頤
』
や
咄
咄
夫
『
一
夕
話
』
は
、

元
・
明
時
代
に
流
行
し
た
燈
謎
を
輯
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
清
初
期
に
新
た
に
作
ら
れ
た
謎
で
は
な
い
︒
つ
ま
り
、「
古
い

作
風
を
改
め
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
自
然
と
い
え
る
︒
一
方
、
黄
周
星（
（2
（

の
『
廋
詞
』
は
、
彼
と
そ
の
友
人
ら
数
名
が
創

始
し
た
と
さ
れ
る
「
酒
令
体
燈
謎
」
を
収
め
た
も
の
で
、
当
時
の
ほ
か
の
謎
集
と
は
一
線
を
画
す
る
革
新
的
な
作
風
を
有
し
て
い
る
︒

し
た
が
っ
て
、
実
際
に
「
元
・
明
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
同
治
・
光
緒
年
以
降
の
流
れ
を
開
い
た
」
と
い
え
る
の
は
毛
際
可
の
み
で
あ

る
が
、
表
面
的
な
形
式
に
も
と
づ
い
て
「
古
い
作
風
を
改
め
て
い
な
い
」
と
断
じ
る
の
は
、
や
は
り
粗
略
な
評
価
と
い
え
よ
う
︒
そ
こ
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で
、
明
末
日
用
類
書
に
収
録
さ
れ
た
人
名
謎
二
首（
（2
（

を
参
照
し
、
比
較
を
行
い
た
い
︒

吾
兒
之
子
有
施
爲
〔
孫
權
〕　
○
○
○
●
●
○
○
　
吾
が
児
の
子
　
施し

爲い

有
り

鑿
壁
偷
光
夜
讀
書
〔
孔
明
〕　
●
●
○
○
●
●
◎
　
壁
を
鑿う
が

ち
て
光
を
偷ぬ
す

み
　
夜
　
読
書
す

縫
線
路
中
常
憶
母
〔
子
思
〕　
○
●
●
○
○
●
●
　
縫
線
の
路
中
　
常
に
母
を
憶お
も

ひ

敎
人
終
日
倚
門
閭
〔
呂
望
〕　
○
○
○
●
●
○
◎
　
人
を
し
て
終
日
門も
ん

閭り
ょ

に
倚
ら
し
む

傍
流
築
室
倚
江
湖
〔
伊
川
〕　
●
○
●
●
●
○
◎
　
流
れ
に
傍そ

ひ
て
室し
つ

を
築
き
　
江
湖
に
倚
る

門
遶
靑
巒
浪
拍
廬
〔
山
涛
〕　
○
●
○
○
●
●
◎
　
門
　
靑
巒
に
遶め
ぐ

ら
わ
れ
　
浪
　
廬ろ

を
拍う

つ

走
避
是
非
甘
隱
遁
〔
陶
潛
〕　
●
●
●
○
○
●
●
　
走
り
て
是
非
を
避
け
　
隱
遁
を
甘
ん
ず

蒼
天
感
戴
幸
無
虞
〔
謝
安
〕　
○
○
●
●
●
○
◎
　
蒼
天
に
感
戴
し
て
幸
い
に
虞お
そ
れ無
し

謎
面
だ
け
を
比
較
す
る
と
、
毛
際
可
の
燈
謎
詩
と
大
差
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
︒
し
か
し
、
日
用
類
書
や
各
種
謎
集
に
収
録
さ
れ
る

右
の
よ
う
な
人
名
謎
は
、
謎
底
と
な
る
人
名
に
統
一
性
を
欠
き
、
解
答
過
程
に
お
い
て
諧
音
に
依
存
す
る
例
が
少
な
く
な
い
︒
た
と
え

ば
「
敎
人
終
日
倚
門
閭
」
の
一
句
は
、
本
来
、
文
義
か
ら
連
想
さ
れ
る
文
字
は
「
屡
望
」
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
人
名
と
す
る
に
は
「
屡
」

を
「
呂
」
に
置
き
換
え
ね
ば
な
ら
な
い
︒
ま
た
「
傍
流
築
室
倚
江
湖
」
と
「
走
避
是
非
甘
隱
遁
」
の
二
句
も
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「
依
」
を
「
伊
」、「
逃
」
を
「
陶
」
と
す
る
置
換
が
施
さ
れ
て
い
る
︒

そ
し
て
、
最
大
の
相
違
点
は
、
同
一
の
底
材
を
用
い
る
十
数
首
の
連
作
が
並
ぶ
際
に
生
じ
る
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
ろ
う
︒
清
代
以
前
の

古
体
謎
は
基
本
的
に
単
発
で
制
作
さ
れ
、
有
名
文
人
の
作
と
称
さ
れ
る
一
部
の
も
の
を
除
き
、
作
者
名
は
記
さ
な
い
︒
こ
れ
に
対
し
、

毛
際
可
の
燈
謎
詩
は
、
文
人
的
気
質
の
色
濃
い
ま
と
ま
っ
た
一
つ
の
創
作
群
と
し
て
成
立
し
、
燈
謎
を
個
人
の
文
学
作
品
と
し
て
位
置

づ
け
る
新
た
な
潮
流
を
開
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

毛
際
可
の
燈
謎
詩
に
つ
い
て
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三
、
模
作
と
長
文
燈
謎
の
誕
生

毛
際
可
の
燈
謎
詩
は
読
書
人
の
関
心
を
惹
き
、
燈
謎
創
作
の
手
本
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
は
、『
蘭
湄
幻
墨
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
模

作
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
︒
た
だ
し
、
張
起
南
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
人
名
謎
は
一
見
容
易
に
作
れ
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
か

な
り
難
し
い
︒
と
り
わ
け
作
謎
に
適
し
た
底
材
と
し
て
の
『
孟
子
』
中
の
人
名
は
、
す
で
に
毛
際
可
ら
前
人
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
取
り

尽
く
さ
れ
て
い
た
︒
ま
た
、
毛
際
可
の
孟
子
人
名
燈
謎
詩
で
は
、
底
材
の
統
一
性
が
保
た
れ
て
い
る
一
方
で
、
聖
瑞
か
ら
日
常
生
活
に

至
る
ま
で
題
材
の
幅
が
広
く
、
全
体
と
し
て
や
や
散
漫
な
印
象
を
与
え
る
︒
そ
こ
で
、
靳
栄
藩
（
一
七
二
六
～
一
七
八
四
）
の
模
作
で

は
、
燈
謎
詩
を
四
首
に
縮
減
し
つ
つ
、
春
夏
秋
冬
と
、
四
季
の
風
物
を
題
材
に
統
一
し
、
連
作
全
体
を
通
読
で
き
る
よ
う
構
成
上
の
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
︒

毛
會
侯
有
孟
子
人
名
詩
、
偶
倣
其
體
︒
春
遊
云
、
律
轉
阳
囘
淑
氣
和
（
景
春
）、
垂
楊
林
外
好
風
多
（
柳
下
惠
）、
呼
兒
趂
取
芳
郊

遠
（
吿
子
）、
斗
酒
雙
柑
滿
眼
過
（
戴
盈
之
）︒
夏
景
云
、
消
暑
何
妨
脫
小
冠
（
子
夏
）、
興
來
攜
幼
共
盤
桓
（
子
游
）、
芙
蕖
競
發

濂
溪
水
（
華
周
）、
濠
濮
南
華
一
樣
看
（
莊
子
）︒
秋
興
云
、
滿
林
霜
葉
淺
深
紅
（
丹
朱
）、
正
好
揮
絃
對
晚
風
（
琴
張
）、
直
待
月

華
當
午
夜
（
時
子
）、
棋
奩
散
在
脫
梧
中
（
弈
秋
）︒
冬
意
云
、
毿
毿
細
柳
盡
皆
無
（
淳
于
髠
）、
雪
擁
藍
關
對
畫
圖
（
文
公
）、
恰

喜
年
來
無
一
事
（
長
息
）、
圉
人
狐
貉
正
相
須
（
牧
皮（
（2
（

）︒

毛
会
侯
に
孟
子
人
名
詩
あ
り
、
偶
に
其
の
体
を
倣
う
︒「
春
遊
」
云
は
く
、「
律
転う
つ

り
て
陽
回ま
は

り
、
淑し
ゅ
く気き

和
や
か
（
景
春
）︒
垂
楊
林
の
外
、
好
風
多
し

（
柳
下
惠
）︒
児
を
呼
び
て
趁お

ひ
取
ら
し
む
芳
郊
遠
し
（
吿
子
）︒
斗
酒
双
柑
、
眼
に
満
ち
て
過
ぐ
（
戴
盈
之
）︒」「
夏
景
」
云
は
く
、「
消せ

う

暑し
ょ

に
何
ぞ
妨

げ
ん
小
冠
を
脱
ぐ
を
（
子
夏
）︒
興
来
り
て
幼
を
携た

づ
さへ

、
共
に
盤ば

ん
く
わ
ん桓す

（
子
游
）︒
芙
蕖
、
競
ひ
発ひ

ら

く
濂
溪
の
水
（
華
周
）︒
濠が

う

濮ぼ
く

南
華
、
一
様
に
看
る

（
荘
子
）︒」「
秋
興
」
云
は
く
、「
林
に
満
つ
霜
葉
、
浅
深
の
紅
（
丹
朱
）︒
正
に
好
し
揮
絃
し
て
晩
風
に
対
す
（
琴
張
）︒
直
ち
に
待
つ
、
月
華
の
午
夜

に
当
る
を
（
時
子
）︒
棋き

匳れ
ん

、
散
在
す
、
脱だ
つ

梧ご

の
中
（
弈
秋
）︒」「
冬
意
」
云
は
く
、「
毿さ
ん

毿さ
ん

た
る
細
柳
、
尽
こ
と
ご
とく
皆
無
（
淳
于
髠
）︒
雪
、
藍
関
を
擁
し

て
画
図
に
対
す
（
文
公
）︒
恰
も
喜
ぶ
、
年
来
一
事
も
無
き
を
（
長
息
）︒
圉ぎ

ょ

人じ
ん

、
狐こ

貉か
く

正
に
相
須ま

つ
（
牧
皮
）︒」

詳
し
く
見
る
と
、
毛
際
可
の
作
に
比
べ
て
典
故
の
使
用
が
格
段
に
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
た
と
え
ば
、「
斗
酒
雙
柑
滿
眼
過
」
の

句
に
は
、
南
北
朝
宋
の
学
者
戴
顒
が
蜜
柑
二
つ
と
酒
一
斗
を
携
え
て
春
遊
し
た
故
事
が
援
用
さ
れ
て
い
る
︒「
濠
濮
南
華
一
樣
看
」
の
句
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で
は
、「
濠
濮
間
想
」
の
故
事
と
と
も
に
荘
子
の
別
名
で
あ
る
「
南
華
真
人
」
の
知
識
を
前
提
と
し
て
い
る
︒
ま
た
、「
毿
毿
細
柳
盡
皆

無
」
の
句
は
「
髠
」
と
い
う
剃
髪
の
刑
罰
を
隠
喩
的
に
用
い
て
お
り
、「
雪
擁
藍
關
對
畫
圖
」
の
句
で
は
、
諡
号
が
「
文
公
」
と
す
る
韓

愈
が
残
し
た
詩
「
左
遷
至
藍
關
関
示
姪
孫
湘
」
お
よ
び
周
易
の
爻
辞
を
作
っ
た
周
公
旦
（
周
文
公
）
を
踏
ま
え
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に

典
故
を
多
用
す
る
傾
向
は
、
同
時
期
に
燈
謎
の
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
今
体
謎
の
作
風
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
︒

こ
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
か
の
よ
う
に
、
清
末
に
は
謎
面
を
短
縮
化
し
た
今
体
謎
が
主
流
と
な
る
一
方
で
、
も
う
一
つ
見
落
と
さ
れ
が

ち
な
動
向
と
し
て
、
同
一
底
材
・
同
一
題
材
に
よ
る
連
作
形
式
の
長
文
燈
謎
も
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
の
代
表
的
な
例

は
、
陳
森
『
品
花
宝
鑑
』
に
見
ら
れ
る
往
復
書
簡
謎（
（2
（

で
あ
る
︒
そ
れ
は
二
通
の
恋
文
と
し
て
、
全
体
的
に
優
美
な
詞
藻
で
綴
ら
れ
て
い

な
が
ら
、
薬
名
・
花
名
を
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
個
隠
し
て
い
る
︒
会
意
法
を
主
と
し
つ
つ
典
故
を
織
り
交
ぜ
、
文
学
性
を
損
な
わ
な
い
形
で

燈
謎
と
し
て
も
成
立
さ
せ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
︒『
品
花
宝
鑑
』
の
往
復
書
簡
謎
を
模
倣
し
、
近
代
の
謎
人
ら
は
さ
ら
に
文
字
数

の
多
い
長
文
燈
謎
を
創
作
し
た
︒
た
と
え
ば
、
薛
鳳
昌
『
邃
漢
斎
謎
話
』
に
収
録
さ
れ
た
生
花
館
主
の
「
聊
目
（
聊
斎
志
異
の
編
目
名
）

謎
」
信
書
は
二
九
六
字
の
中
に
五
〇
個
の
聊
目
を
隠
し
て
お
り
、
張
起
南
が
『
橐
園
春
燈
話
』
の
冒
頭
に
付
し
た
「
擬
集
謎
海
戯
為
徴

文
啓
（
隠
聊
斎
目
録
）」
に
は
三
七
八
字
で
六
〇
個
の
聊
目
が
仕
込
ま
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
謝
雲
声
『
霊
簫
閣
謎
話
初
集
』
所
収
の
高
閬

仙
「
序
・
続
春
燈
話
」
で
は
、
七
〇
八
字
の
文
章
に
一
四
二
個
の
薬
名
謎
が
組
み
込
ま
れ
、
会
意
・
典
故
に
加
え
、
離
合
法
や
謎
格
（
燈

謎
に
お
け
る
特
殊
ル
ー
ル
）
と
い
っ
た
技
巧
も
駆
使
さ
れ
て
い
る
︒『
霊
簫
閣
謎
話
初
集
』
第
二
巻
に
は
さ
ら
に
多
く
の
作
例
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
形
式
が
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
広
く
流
行
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
日
本
で
転
載
さ
れ
た
毛
際
可
「
燈
謎
詩
」
の
出
典
調
査
を
起
点
と
し
、
孟
子
人
名
燈
謎
詩
連
作
に
三
系
統
の
異
本
が
存

在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︒
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
整
理
・
比
較
す
る
こ
と
で
、
毛
際
可
に
よ
る
燈
謎
詩
の
作
風
や
技
法
上
の
特
徴

を
よ
り
包
括
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

今
体
謎
が
流
行
し
て
以
降
、
毛
際
可
の
作
品
は
謎
人
や
謎
史
研
究
者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
ず
、
清
初
期
の
古
体
謎
代
表
作
と
し
て
の

毛
際
可
の
燈
謎
詩
に
つ
い
て

77



み
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
︒
し
か
し
、
明
末
日
用
類
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
人
名
謎
と
比
較
す
る
と
、
連
作
と
し
て
の
文
学
的
価

値
が
際
立
つ
︒
こ
う
し
た
作
品
は
近
代
日
本
の
知
識
人
を
含
む
読
書
人
の
燈
謎
に
対
す
る
興
味
を
喚
起
し
、
模
作
を
生
ん
だ
︒
謎
面
の

短
い
今
体
謎
が
大
成
し
た
後
も
、
毛
際
可
が
切
り
開
い
た
同
一
底
材
連
作
燈
謎
の
系
譜
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
長
文
燈
謎
と
い
う
形

で
謎
人
た
ち
の
創
作
意
欲
を
刺
激
し
続
け
て
い
る
︒

注

（
1
）  

「
古
典
な
ぞ
」
に
関
し
て
は
、
鈴
木
棠
三
『
な
ぞ
の
研
究
』（
講
談
社
、
一
九
八
一
年
）
に
詳
し
い
︒

（
2
）  

西
村
茂
樹
（
一
八
二
八
～
一
九
〇
二
）
明
治
期
の
啓
蒙
思
想
家
︒
十
歳
か
ら
佐
倉
藩
の
藩
校
で
あ
る
成
徳
書
院
に
入
学
し
、
儒
学
を
学

び
、
十
七
歳
で
御
定
の
四
書
小
学
に
成
就
し
た
と
い
う
︒
文
部
省
編
書
課
長
と
し
て
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
明
六
社
の
設
立
に
注
力
し
、

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
洋
々
社
を
結
成
し
、
機
関
誌
『
洋
々
社
談
』
を
創
刊
す
る
︒

（
3
）  

毛
際
可
、
字
は
会
侯
、
鶴
舫
と
号
す
︒
浙
江
遂
安
（
現
在
の
浙
江
省
淳
安
県
）
の
人
︒
清
順
治
十
五
年
（
一
六
五
八
）
の
進
士
︒
毛
奇

齢
・
毛
先
舒
と
と
も
に
「
浙
中
三
毛
」
と
称
さ
れ
る
︒
著
作
に
『
松
皋
文
集
』
な
ど
が
あ
る
︒

（
4
）  

松
野
緑
「
燈
謎
詩
と
花
名
詩
謎
」『
斯
文
』
第
一
八
編
第
一
〇
号
、
一
九
三
六
年
、
二
七
～
二
九
頁
︒

（
5
）  

謎
人
（
燈
謎
創
作
者
）
の
活
動
状
況
、
燈
謎
作
品
の
批
評
、
燈
謎
の
歴
史
や
創
作
論
な
ど
を
内
容
と
し
た
文
章
︒

（
6
）  

西
村
泊
翁
「
燈
謎
詩
」『
洋
々
社
談
』
第
八
九
号
、
一
八
八
二
年
、
一
頁
︒

（
7
）  

厳
允
肇
、
字
は
修
人
︒
浙
江
帰
安
（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
）
の
人
︒
順
治
十
五
年
（
一
六
五
八
）
進
士
︒
著
作
に
『
石
樵
詩
稿
』
が

あ
る
︒

（
8
）  

天
鈞
居
士
「
支
那
の
謎
」『
少
年
園
』
第
六
巻
第
六
七
号
、
一
八
九
一
年
、
一
五
頁
︒

（
9
）  

近
年
出
版
さ
れ
た
『
毛
際
可
集
』（
陳
君
点
校
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
は
附
録
「
詩
補
遺
」
の
最
後
に
『
檀
几
叢
書
』
か

ら
の
十
二
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
︒

（
10
）  

高
伯
瑜
等
編
『
中
華
謎
書
集
成
』（
第
一
冊
）、
人
民
日
報
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
二
五
五
～
二
六
二
頁
︒
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（
11
）  

董
含
、
明
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
）
生
、
没
年
不
詳
︒
字
は
閬
石
、
ま
た
は
榕
城
︒
蒼
水
、
ま
た
は
贅
客
・
蒓
郷
贅
客
と
号
す
︒
松
江

華
亭
（
現
在
の
上
海
市
松
江
区
）
の
人
︒
順
治
一
八
年
（
一
六
六
一
）
に
進
士
を
と
る
も
、
数
ヶ
月
後
に
江
南
奏
銷
案
に
よ
り
褫
革
さ
れ

て
し
ま
う
︒
そ
の
後
、
故
郷
に
帰
り
多
く
の
著
述
を
残
し
て
い
る
︒『
三
岡
識
略
』
は
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
か
ら
康
熙
三
六
年
（
一
六

九
七
）
ま
で
書
き
連
ね
た
筆
記
で
あ
る
︒

（
12
）  

呉
克
歧
『
犬
窩
謎
話
（
稿
本
）』（
南
京
図
書
館
蔵
、
成
立
年
代
不
詳
）
に
は
右
記
の
三
系
統
に
見
ら
れ
る
十
八
首
が
す
べ
て
抄
録
さ
れ

て
い
る
が
、
出
典
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
呉
克
歧
（
一
八
七
〇
年
頃
～
一
九
三
五
年
頃
）、
字
は
軒
丞
︒
紅
楼
夢
裏
人
、
懺
玉
生
な
ど
と
号

す
︒
江
蘇
盱
眙
の
人
︒
著
作
に
『
盱
眙
譚
紅
』
な
ど
が
あ
る
︒『
紅
楼
夢
』
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
る
︒

（
13
）  

西
村
茂
樹
『
泊
翁
叢
書
』
第
１
輯
、
博
文
館
、
一
九
〇
九
年
、
四
五
六
頁
︒

（
14
）  

趙
吉
士
『
寄
園
寄
所
寄
』、
内
閣
文
庫
蔵
林
家
（
大
学
頭
）
衙
蔵
版
、
巻
四
「
捻
須
寄
詩
原
」
二
一
～
二
三
頁
︒

（
15
）  

王
晫
・
張
潮
編
『
檀
几
叢
書
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四
二
九
頁
︒

（
16
）  

張
起
南
、
字
は
味
鱸
︒
橐
園
と
号
す
︒
福
建
永
定
（
現
在
の
福
建
省
竜
岩
市
）
の
人
︒
一
九
〇
一
年
に
湖
南
辰
州
で
「
蓬
莱
謎
社
」
を

創
立
し
、
一
九
一
六
年
に
兄
の
張
超
南
と
と
も
に
「
北
平
射
虎
社
」
に
入
り
、
同
年
の
『
小
説
月
報
』
で
「
橐
園
春
燈
話
」
を
連
載
す
る
︒

「
謎
聖
」
と
呼
ば
れ
る
︒

（
17
）  

張
起
南
『
橐
園
春
燈
話
』
巻
上
、
商
務
印
書
館
、
一
九
一
七
年
、
二
六
頁
︒

（
18
）  

曹
華
彬
『
蘭
湄
幻
墨
』
第
三
一
編
に
「
続
毛
鶴
舫
燈
謎
詩
」
七
言
絶
句
十
二
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
武
林
竹
簡
斎
よ
り
清
光
緒
二
〇

年
（
一
八
九
四
）
に
出
版
さ
れ
た
石
印
本
二
編
五
冊
あ
る
（
中
国
国
家
図
書
館
・
中
国
芸
術
研
究
院
芸
術
与
文
献
館
所
蔵
）︒

（
19
）  

張
起
南
『
橐
園
春
燈
話
』
巻
上
、
前
掲
、
七
九
頁
︒

（
20
）  

劉
勰
『
文
心
彫
龍
・
指
瑕
第
四
十
一
』「
雅
頌
未
聞
、
漢
魏
莫
用
、
懸
領
似
如
可
辯
、
課
文
了
不
成
義
、
斯
實
情
訛
之
所
變
、
文
澆
之
致

弊
︒（
雅
頌
も
未
だ
聞
か
ず
、
漢
・
魏
も
用
う
る
莫
し
︒
懸
領
す
れ
ば
、
弁
ず
可
き
が
如
き
に
似
る
も
、
文
に
課
す
れ
ば
了
に
義
を
成
さ

ず
︒
斯
れ
実
に
情
訛
の
変
ず
る
所
、
文
澆
の
弊
を
致
せ
り
）」

（
21
）  

費
源
『
玉
荷
隠
語
（
附
群
珠
集
）』
国
文
学
資
料
館
蔵
唐
本
袖
珍
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
一
七
八
〇
年
、「
凡
例
」
一
・
二
頁
︒
作
者
の
費

源
は
生
没
年
不
詳
、
字
は
星
田
︒
裕
福
な
家
に
生
ま
れ
、
終
生
功
名
を
求
め
ず
、
苕
南
布
衣
と
号
す
︒
浙
江
呉
興
（
現
在
の
浙
江
省
湖
州

毛
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市
）
の
人
︒
自
宅
の
庭
園
内
に
聴
月
楼
を
築
き
、
月
に
二
回
そ
こ
で
友
人
ら
と
文
会
を
開
く
︒

（
22
）  

銭
南
揚
『
謎
史
』
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
研
究
所
、
一
九
二
八
年
、
七
九
頁
︒
銭
南
揚
（
一
八
九
九
～
一
九
八
七
）、
名
は
紹
箕
（
肇

基
）、
字
の
南
揚
を
通
用
す
る
︒
浙
江
平
湖
の
人
︒
一
九
一
九
年
に
北
京
大
学
国
学
門
中
文
科
に
入
学
、
民
間
文
学
・
小
説
戯
曲
を
専
攻
︒

在
学
中
に
『
謎
史
』
を
完
成
し
、
一
九
二
五
年
に
卒
業
後
、
中
学
の
国
文
教
員
な
ど
を
経
て
、
南
京
大
学
中
文
系
教
授
︒

（
23
）  

黄
周
星
（
一
六
一
一
～
一
六
八
〇
年
）、
字
は
九
煙
、
ま
た
は
景
虞
︒
圃
庵
、
而
庵
、
笑
蒼
道
人
な
ど
と
号
す
︒
明
崇
禎
十
三
年
の
進
士
︒

（
24
）  

徐
会
瀛
編
『
新
鍥
燕
台
校
正
天
下
通
行
文
林
聚
宝
万
巻
星
羅
』（
福
建
建
陽
書
林
静
観
室
詹
聖
謨
刊
本
、
一
六
〇
〇
年
）
を
は
じ
め
と
す
る

数
種
類
の
日
用
類
書
・
燈
謎
集
に
見
ら
れ
る
︒
呉
修
喆
校
訂
・
訳
注
『
明
末
日
用
類
書
燈
謎
選
集
』、
文
学
通
信
、
二
〇
二
三
年
、
七
五
頁
︒

（
25
）  

靳
栄
藩
『
緑
渓
語
』
下
巻
、
二
頁
（
呉
平
・
徐
徳
明
編
『
清
代
学
術
筆
記
叢
刊
』
21
、
学
苑
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
三
八
四
頁
）︒
靳

栄
藩
、
字
は
価
人
︒
緑
渓
と
号
す
︒
山
西
黎
城
の
人
︒
乾
隆
一
三
年
（
一
七
四
八
）
の
進
士
︒
著
作
に
『
詠
史
偶
稿
』
な
ど
が
あ
る
︒『
緑

渓
語
』
二
巻
は
乾
隆
四
二
年
（
一
七
七
七
）
に
成
立
し
た
︒

（
26
）  

陳
森
『
品
花
宝
鑑
』
古
本
小
説
集
成
（
道
光
二
九
年
〔
一
八
四
九
〕
初
刊
、
上
海
古
籍
出
版
社
蔵
後
刊
本
影
印
）、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
二
年
、
三
八
二
～
三
八
四
頁
︒

そ
の
他
主
要
参
考
文
献
（
出
版
年
順
）

周
效
璘
「
慧
観
室
謎
話
」『
庸
言
』
第
一
巻
第
六
號
、
一
九
一
三
年
、「
芸
林
四
」
一
～
四
頁
︒

薛
鳳
昌
『
邃
漢
斎
謎
話
』
商
務
印
書
館
、
一
九
一
七
年

謝
雲
声
『
霊
簫
閣
謎
話
初
集
』
廈
門
新
民
書
社
編
訳
部
、
一
九
三
〇
年

銭
徳
蒼
編
『
新
訂
解
人
頤
広
集
』、
高
伯
瑜
等
編
『
中
華
謎
書
集
成
』（
第
一
冊
）、
人
民
日
報
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
二
六
五
～
二
六
六
頁
︒

王
晫
・
張
潮
編
『
檀
几
叢
書
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四
二
八
～
四
二
九
頁
︒

褚
人
穫
『
堅
瓠
集
』、
上
海
古
籍
出
版
社
本
社
編
『
清
代
筆
記
小
説
大
観
』（
一
）、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
六
二
七
～
六
二
八
頁
︒

趙
吉
士
輯
撰
／
周
暁
光
・
劉
道
勝
点
校
『
寄
園
寄
所
寄
』、
黄
山
書
社
、
二
〇
〇
八
年
︒

董
含
著
／
于
徳
源
点
校
『
三
岡
識
略
校
注
』、
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
︒
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附
表　

毛
際
可
燈
謎
詩
異
本
比
較

系
統
Ａ
十
二
首　

董
含
『
三
岡
識
略
』
巻
三

（
一
六
五
四－

一
六
五
八
）

系
統
Ｂ
十
二
首　

褚
人
穫
『
堅
瓠
集
』

甲
集
巻
之
一
（
一
六
九
〇
）
ほ
か

系
統
Ｃ
十
六
首　

趙
吉
士
『
寄
園
寄
所
寄
』

巻
四
（
一
六
九
六
）
ほ
か

1**

 
 

聖
瑞

美
玉
無
瑕
輯
瑞
同
〔
白
圭
〕

岐
豐
佳
處
慶
雲
中
〔
周
霄
〕

從
天
產
下
鱗
蟲
長
〔
龍
子
〕

兩
道
祥
光
一
色
紅
〔
丹
朱
〕

 
 

聖
瑞
圖

美
玉
無
瑕
輯
瑞
同
〔
白
圭
〕

岐
豐
佳
氣
慶
雲
中
〔
周
霄
〕

從
天
產
下
鱗
蟲
長
〔
龍
子
〕

兩
道
祥
光
一
色
紅
〔
丹
朱
〕

 
 

王
會
圖

美
玉
無
瑕
輯
瑞
同
〔
白
圭
〕

岐
豐
佳
氣
慶
雲
中
〔
周
霄
〕

從
天
產
下
鱗
蟲
長
〔
龍
子
〕

兩
道
祥
光
一
色
紅
〔
丹
朱
〕

2*

 
 

太
平
樂

虎
旅
歸
來
已
罷
兵
〔
畢
戰
〕

關
梁
無
禁
任
遙
征
〔
許
行
〕

九
重
天
子
稱
仁
聖
〔
王
良
〕

雅
頌
原
非
鄭
衞
聲
〔
樂
正
子
〕

 
 

太
平
樂

虎
旅
歸
來
已
罷
兵
〔
畢
戰
〕

關
梁
無
禁
任
遙
征
〔
許
行
〕

九
重
天
子
稱
仁
聖
〔
王
良
〕

異
獸
趨
朝
負
輦
行
〔
象
〕

 
 

太
平
樂

虎
旅
歸
來
已
罷
兵
〔
畢
戰
〕

關
梁
無
禁
任
遙
征
〔
許
行
〕

九
重
天
子
稱
仁
聖
〔
王
良
〕

異
獸
趨
朝
負
輦
行
〔
象
〕

3

 
 

閑
適

蝶
舞
鶯
啼
草
色
萋
〔
景
春
〕

郊
門
囘
首
日
初
低
〔
東
郭
氏
〕

延
來
師
席
多
怡
懌
〔
傅
說
〕

蠹
簡
藝
編
滿
染
齊
〔
萬
章
〕

4

 
 

王
會
圖

節
屆
陽
和
萬
彙
蘇
〔
景
春
〕

降
藩
歸
化
效
前
驅
〔
王
順
〕

北
門
鎖
鑰
推
良
佐
〔
司
城
貞
子
〕

絕
域
從
今
按
版
圖
〔
貊
稽
〕

 
 

凱
歌

節
屆
陽
和
萬
彙
蘇
〔
景
春
〕

降
藩
歸
化
效
前
驅
〔
王
順
〕

北
門
鎖
鑰
推
良
佐
〔
司
城
貞
子
〕

絕
域
從
今
按
版
圖
〔
貊
稽
〕

毛
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可
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燈
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5**
 

 

嘲
低
棋

滿
苑
棋
聲
暑
氣
收
〔
奕
秋
〕

乃
翁
敗
局
少
機
謀
〔
公
輸
子
〕

君
家
季
父
還
猶
豫
〔
子
叔
疑
〕

爲
語
兒
童
旦
少
休
〔
子
莫
〕

 
 

嘲
一
家
低
棋

滿
苑
棋
聲
暑
氣
收
〔
奕
秋
〕

乃
翁
局
敗
少
機
謀
〔
公
輸
子
〕

君
家
季
父
還
猶
豫
〔
子
叔
疑
〕

爲
語
兒
童
且
自
休
〔
子
莫
〕

 
 

嘲
一
家
低
棋

滿
苑
棋
聲
暑
氣
收
〔
奕
秋
〕

乃
翁
局
敗
少
機
謀
〔
公
輸
子
〕

君
家
季
父
還
猶
豫
〔
子
叔
疑
〕

爲
語
兒
童
且
自
休
〔
子
莫
〕

6

 
 

贈
友

綠
柳
陰
中
點
絳
紅
〔
楊
朱
〕

華
堂
廣
廈
貴
游
風
〔
屋
廬
子
〕

無
心
邂
逅
皆
年
少
〔
逢
蒙
〕

一
諾
何
妨
縞
紵
通
〔
然
友
〕

 
 

金
蘭
會

綠
柳
陰
中
點
絳
紅
〔
楊
朱
〕

良
材
勝
任
棟
方
隆
〔
杞
梁
〕

少
年
意
氣
皆
堪
托
〔
季
任
〕

一
諾
何
妨
縞
紵
通
〔
然
友
〕

 
 

贈
友

綠
柳
陰
中
點
絳
紅
〔
楊
朱
〕

良
材
勝
任
棟
方
隆
〔
杞
粱
〕

少
年
意
氣
皆
堪
托
〔
子
襄
〕

一
諾
何
妨
縞
紵
通
〔
然
友
〕

7

 
 

田
家

垂
楊
枝
上
漏
春
光
〔
泄
柳
〕

歸
去
來
詞
獨
擅
長
〔
顏
囘
〕

從
此
塵
勞
還
久
歇
〔
長
息
〕

止
將
田
事
祀
勾
芒
〔
神
農
〕

 
 

高
隱

垂
楊
枝
上
漏
春
光
〔
泄
柳
〕

歸
去
來
詞
獨
擅
場
〔
晉
文
〕

聖
主
南
山
容
霧
隱
〔
王
豹
〕

素
絲
良
馬
爲
誰
忙
〔
綿
助
〕

 
 

歸
田
樂

垂
楊
枝
上
漏
春
光
〔
泄
柳
〕

歸
去
來
詞
獨
擅
場
〔
晉
文
〕

從
此
塵
勞
皆
頓
歇
〔
長
息
〕

素
絲
良
馬
爲
誰
忙
〔
綿
助
〕

8

 
 

家
慶

弦
管
聲
調
豹
袖
裁
〔
樂
正
裘
〕

長
男
濟
困
散
家
財
〔
孟
施
舍
〕

更
傳
遲
暮
添
丁
好
〔
晏
子
〕

疑
是
籛
鏗
改
姓
來
〔
彭
更
〕

 
 

家
慶

舊
事
追
思
陟
鼎
臺
〔
陳
相
〕

長
男
濟
困
散
家
財
〔
孟
施
舍
〕

更
傳
遲
暮
添
丁
好
〔
晏
子
〕

疑
是
籛
鏗
改
姓
來
〔
彭
更
〕

9

 
 

感
舊

弦
管
聲
調
豹
袖
鮮
〔
樂
正
裘
〕

當
年
遺
跡
幾
推
遷
〔
陳
代
〕

南
樓
淸
興
原
如
此
〔
庾
公
之
斯
〕

却
喜
塵
勞
久
已
捐
〔
陳
辛
〕
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10
 

 

湯
餠
會

將
逢
彌
月
祝
無
災
〔
浩
生
不
害
〕

繡
褓
啼
聲
出
戶
來
〔
子
產
〕

諸
子
兒
郞
皆
長
大
〔
公
孫
衍
〕

含
飴
最
喜
是
初
孩
〔
季
孫
〕

 
 

湯
餠
會

將
逢
彌
月
祝
無
災
〔
浩
生
不
害
〕

繡
褓
慇
懃
抱
擁
來
〔
愼
子
〕

諸
子
兒
孫
皆
長
大
〔
公
孫
衍
〕

含
飴
最
喜
是
初
孩
〔
曾
元
〕

11*

 
 

春
遊

春
日
問
花
花
解
語
〔
桃
應
〕

綠
楊
樹
底
午
風
和
〔
柳
下
惠
〕

東
鄰
相
對
憐
嬌
小
〔
西
子
〕

爭
似
椒
房
絕
艷
多
〔
宮
之
奇
〕

 
 

宮
詞

春
日
問
花
花
解
語
〔
桃
應
〕

良
緣
欲
就
轉
橫
波
〔
成
覵
〕

東
鄰
相
對
憐
嬌
小
〔
西
子
〕

爭
比
椒
房
絕
艷
何
〔
宮
之
奇
〕

 
 

春
閨

春
日
問
花
花
解
語
〔
桃
應
〕

兒
家
庭
樹
綠
楊
多
〔
子
柳
〕

東
鄰
相
對
憐
嬌
小
〔
西
子
〕

爭
比
椒
房
絕
艷
何
〔
宮
之
奇
〕

12

 
 

少
年
行

廣
廈
華
堂
俠
少
遊
〔
屋
盧
子
〕

更
偕
同
輩
結
綢
繆
〔
曹
交
〕

端
居
忽
覺
雄
心
起
〔
莊
暴
〕

反
哺
慈
禽
一
網
收
〔
烏
獲
〕

13

 
 

村
居

衰
年
負
荷
苦
難
禁
〔
戴
不
勝
〕

路
遠
空
懷
顧
僕
心
〔
百
里
奚
〕

少
弟
仔
肩
能
代
力
〔
季
任
〕

餘
閑
試
鼓
爨
桐
音
〔
琴
張
〕

14

 
 

山
行

岧
嶢
西
嶽
接
西
京
〔
華
周
〕

天
際
冥
鴻
物
外
淸
〔
飛
廉
〕

莫
道
途
遙
頻
顧
僕
〔
百
里
奚
〕

衰
年
負
荷
嘆
勞
生
〔
戴
不
勝
〕

 
 

客
況

岧
嶢
西
嶽
接
西
京
〔
華
周
〕

天
際
冥
鴻
物
外
情
〔
飛
廉
〕

莫
道
途
遙
頻
顧
僕
〔
百
里
奚
〕

衰
年
負
荷
托
勞
生
〔
戴
不
勝
〕
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15**
 

 

村
學
究

身
長
七
尺
皓
鬚
眉
〔
高
叟
〕

俯
首
長
如
持
滿
時
〔
戴
盈
之
〕

村
塾
全
然
無
約
束
〔
師
曠
〕

任
兒
攜
幼
浴
淸
池
〔
子
濯
孺
子
〕

 
 

嘲
村
學
究

身
長
九
尺
皓
鬚
眉
〔
高
叟
〕

俯
首
長
如
持
滿
時
〔
戴
盈
之
〕

村
塾
全
然
無
約
束
〔
師
曠
〕

任
兒
攜
幼
浴
淸
池
〔
子
濯
孺
子
〕

 
 

嘲
村
學
究

身
長
九
尺
皓
鬚
眉
〔
高
叟
〕

俯
首
長
如
持
滿
時
〔
戴
盈
之
〕

村
塾
全
然
無
約
束
〔
師
曠
〕

任
兒
攜
幼
浴
淸
池
〔
子
濯
孺
子
〕

16**

 
 

宮
怨

夜
永
鷄
鳴
漏
未
收
〔
景
丑
〕

官
家
沉
醉
百
無
憂
〔
王
驩
〕

蛾
眉
一
色
誰
相
讓
〔
顏
般
〕

南
院
光
輝
對
院
幽
〔
北
宮
黝
〕

 
 

宮
怨

夜
永
鷄
鳴
漏
未
收
〔
景
丑
〕

官
家
淸
豫
百
無
憂
〔
王
驩
〕

蛾
眉
一
色
誰
相
讓
〔
顏
般
〕

南
院
光
輝
對
院
幽
〔
北
宮
黝
〕

 
 

宮
怨

夜
永
鷄
鳴
漏
未
收
〔
景
丑
〕

官
家
沉
醉
百
無
憂
〔
王
驩
〕

蛾
眉
一
色
誰
相
讓
〔
顏
般
〕

南
院
光
輝
對
院
幽
〔
北
宮
黝
〕

17

 
 

春
怨

欲
絕
良
緣
美
自
窺
〔
成
覵
〕

檀
郞
年
少
好
豐
姿
〔
子
都
〕

爲
伊
消
瘦
腸
囘
轉
〔
瘠
環
〕

細
數
更
籌
夜
半
知
〔
時
子
〕

18*

 
 

老
農

中
男
驅
犢
向
前
村
〔
牧
仲
〕

鶴
髮
山
翁
暮
倚
門
〔
太
公
望
〕

更
與
諸
兒
相
共
語
〔
吿
子
〕

年
來
齒
落
復
生
根
〔
易
牙
〕

 
 

老
農

中
男
驅
犢
向
前
村
〔
牧
仲
〕

萬
事
全
抛
靜
掩
門
〔
長
息
〕

更
與
諸
兒
相
共
語
〔
吿
子
〕

年
來
齒
落
復
生
根
〔
易
牙
〕

 
 

村
居

中
男
驅
犢
向
前
村
〔
牧
仲
〕

須
避
南
山
百
獸
尊
〔
陽
虎
〕

更
與
諸
兒
相
共
語
〔
吿
子
〕

年
來
齒
落
復
生
根
〔
易
牙
〕
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